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基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

■尾花沢市の現状
市の人口減少とともに中学生生徒数も減少
傾向にあり、令和６年度２９８人、令和１０
年度２７９人、令和１３年度には２２１人
まで減少する見込みである。また、令和８年度
には、２校の中学校が統合し１校になる予定で
生徒交流を行っている。
現在、２校では週３回の部活動を実施してお
り令和６年度から任意加入制度及び休日活
動の完全地域移行に向け、取り組んでいる。
また顧問２名体制で指導を行っているが、顧
問は吹奏楽経験者ではないため、楽団音楽家
から指導を受けている。

■尾花沢市の課題
本市地勢は地の東部および南北地域は奥

羽山脈に連なる起伏に富んだ山地、北西部は
出羽丘陵の山並みが連なっており、公共交通に
ついては、都市部とのサービス水準格差が大きい。
部活動の活動費については、学校によって負
担の在り方や種目によっての費用負担に大きな
違いがあり、さらに地域活動での負担が上乗せ
になり費用確保も大きな課題となっている。
➀山間部における生徒の移動手段の確保
➁持続可能なクラブ運営のための経済負担増
➂地域支援体制の整備
➃吹奏楽部と地域活動クラブとの楽器共有
⑤楽器修繕等の費用負担
⑥地域人材の確保

面積 ３７２．５３ k㎡

人口 １３，６６０ 人

公立中学校数 ２ 校

公立中学校生徒数 ２９８ 人

部活動数 １５ 部活

市区町村の協
議会・検討会議
等の設置状況

尾花沢市学校部
活動の地域連携・
地域移行支援協

議会の設置

市区町村の推進
計画・ガイドライン
等の策定状況

中学校部活動等
に関する基本方
針の策定済
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運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

●運営体制図（市区町村における推進体制図）

●行政組織内での役割分担

◉教育委員会
①学校部活動の地域連携・地域移行支援協議会の運営
➁おばなざわ未来クラブの設立及び地域人材の確保
➂任意加入制度の導入及び生徒意向調査（新たな活動の場の創出）
➃スクールバスの運行

◉首長部局 市全体での支援体制支援
➀部活動改革に係る行政施設の無償化と調整
➁教育委員会及び学校との連携・調整

令和６年４月
・「おばなざわ未来クラブ」設立及び活動開始
・おばなざわ未来クラブ加入説明会
・PTA総会説明会
・申込受付開始
令和６年５月
・スクールバス調整
・文化活動状況調査
・北村山高等学校調整会議
・市内音楽家及び事業所連携会議
令和６年７月
・学校部活動の地域連携・地域移行支援協議会
・文化新規活動企画及び協力企業調整
・北村山高等学校調整会議
・新規クラブ立ち上げのための調整会議
令和６年９月、１０月
・新規クラブトライアル実施
・北村山高等学校楽器賃貸契約締結
・楽器搬出、搬入及び修繕開始
・中学校との調整会議
令和６年１１月、１２月
・新規クラブトライアル実施
・おばなざわ音楽クラブ設立
令和７年１月
・中学生活動実態調査
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地域文化クラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること
中学校数 ２ 校 実施した地域クラブ総数 ２クラブ

ケース別クラブ数
A：部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数） 吹奏楽 クラブ（吹奏楽 部活）

B：部活動を移行する形態ではない地域クラブ（新たな種目のクラブを新規に創設するケース等） おばなざわ音 クラブ

全体の指導者数 １６ 人 全体の運営スタッフ数 ９人

②各クラブに関すること

クラブ名 運営団
体種別

種目
※新規のものは末
尾に（新）を付ける

実施回数 実施時
間帯

参加者
（学年別） 実施期間 活動場所 指導者数 運営スタッフ数

（他クラブと兼務） 会費 大会参加方
法

吹奏楽
クラブ 吹奏楽 週２ 回

土曜日
：午前
木曜日
：19時

３年 10名
２年 8名
１年 4名

通年 中学校
体育館 1人 ３人

（内、兼務0人）
年会費
48,000円

吹奏楽コン
クール：部活
動

おばなざわ
音楽クラブ 音楽 週１回 木曜日

：19時
中学生２名
高校生１名
大人5名

通年
尾花沢市
文化体育
施設

15 人 ３ 人
（内、兼務0人） 未定 大会参加なし

③その他、体験会やイベント等の開催実績
●おばなざわ音楽クラブ：市内保育園クリスマスコンサート開催 吹奏楽クラブ：おばなざわ祭り パレード協力 、自主コンサート開催
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主な取組例

2.実証内容と成果

●運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

地域クラブ活動で実施
した種目

音楽（弦楽器、管楽器、打楽器）
【新規クラブトライアル】
探求型活動、料理

運営団体名 おばなざわ未来クラブ

期間と日数

音楽：11月 ～ ３月/月４回程度
【新規クラブトライアル事業】
探求型活動：９月12日、11月23日
料理：10月19日、11月30日、

12月14日

指導者の主な属性
音楽家
市内事業所
フードコーディネーター

活動場所 市公共施設
事業所内事務所

主な移動手段 保護者送迎
スクールバス 等

１人あたりの参加会費
等（年額）

音楽：未定
【トライアル】
探求型：１回５００円
料理：無料

１人あたりの保険料
スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年
指導者１人あたり：1,850円/年

●おばなざわ未来クラブ 活動概要

●統括責任者
役割：所属クラブの運営把握を行い、未来クラブ全体の調整を行う

●未来クラブ指導者会 ４団体
役割：それぞれのクラブ活動の技術指導を行うとともに生徒同士のトラブル、

いじめにも保護者、教育委員会とともに対応を行う
●運営補助者 ２名
役割：施設使用、バス運行、運営費徴収及び指導者会報酬支払を行う

●指導者や運営スタッフなどの役割分担等
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取組内容

2.実証内容と成果

①休日活動受入体制整備
「おばなざわ未来クラブ」設立
■音楽クラブ立上
元地域おこし協力隊の音楽家と北村
山吹奏楽団の協力

➁新たな休日活動の立上げ
地域事業所の
➂部活動地域移行コーディネー
ター１名の配置

①おばなざわ未来クラブの設立
学校部活動の地域連携・地域移行支援協議会により部活動の在り
方に関する協議を実施し休日活動受入を４つの形態に定める
１スポーツ少年団
２保護者主催団体
３クラブチーム立上げ
４おばなざわ未来クラブ
それぞれ、保護者と指導者を別にし、保険加入を条件としている。お
ばなざわ未来クラブは教育委員会で運営を行い、それぞれ加入団体は
保護者主体としている。

➁新たな休日活動の立上げ
アンケートを行った際に希望する活動がない、料理や映像をやってみた
いという結果から新規クラブ立上げを企画しトライアルを実施

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

コーディネーターの具体的な動きの実績

１．中学校PTA総会、部活動保護者会長会などで部活動改革について説明会
を実施

２．中学生活動団体の状況把握を行い、各指導者との打ち合わせ会を実施
３．各団体からの相談を受け、必要に応じ保護者会を実施
４．新たな活動の企画会議を実施し、協力可能な地域人材や事業所と交渉

１．それぞれ活動団体で持続可能な運営のための課題整理を行う
２．吹奏楽においては、中学校での活動目的がコンクールでの順位だとすると地域

活動での目的が音楽を楽しむことであり、地域移行の受け皿として機能しない
ため中学校中文連や大会の在り方についても見直しをする必要がある
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取組内容

2.実証内容と成果

①指導者の確保と研修
元協力隊の音楽家が市内に呼びかけ、

市内音楽愛好家と協力し新たな受け入れ
クラブを立上げ、おばなざわ未来クラブ基本
運営方針に基づき、中学生活動について
の研修を実施

➁Education⁻Bankの設立
広く児童生徒の活動を支援する若手人
材を確保

おばなざわ音楽クラブ
・元協力隊（元東京室内管弦楽団所属）の音楽家による多様な人々
が音楽を楽しむ場の創出を希望。経験や年齢、性別にこだわらない「おば
なざわオーケストラ」の発案、呼び掛けにより市内音楽愛好家が協力に応
じて、クラブ創立に結び付いた。現在、さらに広く呼びかけ、楽器ごとに初
心者に指導できる地域の大人を集め、クラブ体制つくりに取り組んでいる。
トライアル事業
・Education⁻Bankの起業家協力により探求型クラブのトライアルを実施
し、さらに事業内容に他の起業家の協力もあり、活動の幅が広がった。

２５名

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保①

取組事項

取組の成果

人材バンクの人数

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

10代 0名
20代 ０名
30代 8名
40代 15名
50代 0名

人材バンクの年齢構成

音楽
種目

無
資格有無登録者属性

市内在住者
①起業家
・農業、商業、工業
➁旅館業
➂芸術家
※小中学校のキャリア教育
や子供たちの心身育成に協
力できる人材
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取組内容

2.実証内容と成果

■吹奏楽部
・「北村山吹奏楽団」
顧問と保護者と部活動改革を協

議する上で協力体制構築に関する
協力や助言を依頼

・「山形県立北村山高等学校」
これまで一番問題となっていた楽器
については、地域にある県立北村山
高等学校と令和５年度から協議を
重ね、廃部になった吹奏楽部の楽器
を借用し、市が責任をもって維持管
理することで了承を得た

■新たな活動
・「企業懇談会」
中学生へのアンケートでやってみた
い 活動 に料理 ⁽13.6%⁾ 、 映 像
(24.7%)があり、トライアルを実施す
るにあたり、市の企業懇談会とも協
力し実施

①令和６年９月に２回の音楽クラブトライアルを実施
トライアルを実施する際にも北村山吹奏楽団の代表の方に協
力をもらい実施し、山形県立北村山高等学校所有の金管楽器、
木管楽器、打楽器、弦楽器に触れる機会を一般から小学生ま
で楽しんだ。

11月に「おばなざわ音楽クラブ」を設立し、中学生から高校生、
一般の大人まで参加し、12月には保育園のクリスマスコンサートを
実施している。現在、初心者の受け入れするための準備を行って
いる。

➁「Creative Obane Club」
市内で起業した事業所の協力でデザインについて学び、ポロシャ
ツにデザインロゴをプリント作業を体験し、第２回目は市内でカフェ
を開店した起業家から話を聞きメニュー表を制作するなど、市内
事業所等を巻き込んだ形でトライアル事業が実施できた。

➂もったいないを料理で解決「料理クラブ」トライアル
市内フードコーディネーターを講師として、地域資源に目を向け
「もったいない」視点で尾花沢を見る取組みと料理でできることを
学んだ。小学生と中学生が一緒に意見を出し合い、講師にレシピ
を起こしてもらい調理を実施した。自分の住む尾花沢の豊かな地
域資源と地域人材を知り、さらに付加価値を料理で付ける取組
みをすることで、郷土愛を育む機会となった。

①持続可能な運営とするための組織力向上を図る
➁受益者負担と行政支援についての協議を行う
➂学校、行政、地域（企業・団体）との連携強化のための
取組みを検討する

●取組項目名 ウ：関係団体・分野との連携強化

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 カ：参加費用負担の支援等①

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

①安全保険加入の支援
・おばなざわ未来クラブ所属クラブの
児童生徒及び指導者分の保険料
を支援
➁公共施設使用料の支援
・施設使用料の全額減免

【取組の成果】
・文化活動に関しては、音楽、探究、料理ともに新規での
取り組みとなるため、行政の既存施設や企業の関わりの中
で始めたことで初期投資が抑えられた
・音楽では、地元高校で廃部となった吹奏楽部の楽器を
借用後に修繕を行い、楽器を所有していない、また初心
者であっても参加が可能となった
【今後の課題】
・本市では、小中学生を対象とした無償事業が多く実施さ
れてきたことから、受益者負担に対して理解が進んおらず
持続可能な団体運営について検討が必要である
◎音楽クラブ・・・楽器ごとの指導者が必要であり、まずは
支える人の協力体制づくりが必要である。さらにクラブ運営
をどのようにするかで、謝金の取り扱いや参加費を決定して
いく必要がある
◎探究型・・・地元事業所の協力によって実施されたが、
持続可能な運営とするため今後も民間参入を推進し、受
益者負担について広く周知を図る

取組事項 地域クラブに係る経費
■イニシャルコストの分析

【取組の成果】
・行政でスタート時の支援を実施したため、各トライアル事
業では安心して実施することができた
【今後の課題】
おばなざわ未来クラブ運営方針では、スポーツ団体を想
定した中学生からの年間負担金を決定しているが、文化
活動に関して、特に世代に拘らず活動する団体については、
現在検討中である。
・トライアル参加者へのアンケートでは、月三千円以上の費
用負担について難色を示す保護者が多かったことから持続
可能な運営に関し検討が必要である。

■ランニングコストの分析
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 キ：学校施設の活用等

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

取組事項

今後の課題と対応方針

部活動の休日活動の地域移行の説明会の際に活動場所の確保に
対する不安が多く聞かれたことから、庁内での調整会議を実施し上記
記載内容について担当課が条例等の改正も行いながら実施した。
夏季、冬季それぞれに施設を割り当て、変更については各団体同士
で話合うこととし調整している。なお、市の事業等により施設を活用で
きない場合は、半面ずつの使用や他市町村と練習を行うなどしている。
生徒の減少により合同チームで大会出場する団体競技もあり、冬季
間は本市の土間体育館を活用し練習を実施している。

取組の成果

今後も継続し、生徒の活動を支援していく。

■部活動改革における公共施設調整会議を市関係課と実施する
■中学生活動団体は、スポ少、クラブチーム、保護者団体、おばなざわ
未来クラブ等とする

①土曜日を中学生活動の日とし、優先的に中学生活動団体に充てる
➁中学生団体の使用の際は、全額減免対応とする
➂中学校２校の体育館等についても割り当てを当初から行う
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 ク：その他の取組

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

取組事項

今後の課題と対応方針
■楽器破損時の対応についてのルール化

本市中学校の吹奏楽部の地域移行の際に、練習場所及び楽器使用
について課題となっていた。山形県立北村山高校では、４年前に吹奏楽
部が廃部になり、令和５年度から楽器借用について協議を実施した。

①山形県立北村山高等学校の楽器借用
➁公共施設の一部を楽器庫にするとともに休日練習場所とする

・指導者の属性
地域人材の活用
元地域おこし協力隊の音楽家
（元東京室内管弦楽団所属）
・配置の工夫
「おばなざわオーケストラ」を目指
し、広く音楽愛好家に呼びかけ人
員を確保した。

指導者の属性や配置の工夫
現状、中学校では「コンクール」での順位を大
きな目標に掲げていることが、地域移行に取り組
むにあたって非常に大きな問題となっていた。その
ため、これまでの中学生や顧問の思いを継続す
る保護者主体の休日活動団体を立上げ運営
を行い、一方で代や経験に関わらず誰もが音楽
を楽しめることを目標とした団体を設立することで
選択の幅を広げた。
将来的に音楽祭などで交流を目指す。

一貫指導に関する部活動顧問との連携事例取組の成果
■令和５年度から協議を続け、令和６年１０月１日に
賃貸借契約を締結する
■金管楽器、木管楽器、打楽器を教育委員会管理施
設（尾花沢市文化体育施設）に常時配置
■借用後に楽器の修繕を尾花沢市で実施し、その後の
管理修繕を市が責任をもって行う
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総括・成果の評価・今後に向けて

2.実証内容と成果①

●成果の評価●総括

①アンケート調査を行い、生徒、顧問の状況を確認する
➁アンケートを元に令和７年度もトライアル事業を実施し、市内起業家や事業所と
連携し地域で児童生徒の育成に取り組んでいく
➂対象を広げ、年代や居住地域も限定せずに実施することも検討していく

●今後に向けて

部活動の休日活動の地域移行にあたり、学校への
聞き取り、保護者役員会や保護者会での説明会な
どを繰り返し、吹奏楽部については保護者会主催で
休日活動を実施することとなり、将来的な受け皿とし
て多くの地域音楽愛好家が協力し、新しいクラブを立
ち上げることができた。
令和５年度から継続して高校側と協議を行い、そ
の間、一つ一つ楽器の所有について確認し令和６年
１０月に賃貸借契約を締結し、保管場所について
も庁内で協議を行い、公共施設内の１部屋を永続
的な楽器庫として使用することとした。
また、アンケートの際にやってみたい活動の声が多
かった料理や映像を使った探求型クラブのトライアルで
は、持続可能な運営をするにあたって起業家と協議
を続けながらも費用負担や企業や団体などの地域連
携の強化を図る必要性がある。

本事業の以下について実施できたことから、今年度の本事業目的をおおむね達成
した
①令和６年度４月おばなざわ未来クラブを設立済
➁おばなざわ未来クラブに「おばなざわ音楽クラブ」を設置済
➂事業実施の際に地域団体である北村山吹奏楽団や市内事業所と連携
➃公共施設、学校施設を活用し中学生の活動の場を確保
⑤楽器賃貸借契約の完了
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アンケート結果・参加者の声

2.実証内容と成果②

●参加者の声●アンケート結果

Q.１週間のうちどれくらい活動したいと
考えていますか?【平日】

Q.１週間のうちどれくらい活動したいと
考えていますか?【土曜日】

Q.あなたが部活動にあればやってみたい活動はなんですか?

中学３年生男子
CREATIVE OBANE CLUBトライアル
同じデザイン、ロゴでも自分が伝えたいことが何かで、配置
が全く違って、印象がちがうことに驚きました。簡単だからこそ、
難しい！

中学３年生女子 料理クラブトライアル
いつも忙しい母の手伝いをしている中で、料理が好きに
なっていました。将来、私も料理に携わりたいと思って参加し
ました。尾花沢には、たくさんの“もったいない”があって、豊か
なところに住んでいるんだと改めて思いました。

CREATIVE OBANE CLUB指導者
株式会社イデラルラボ 代表 加藤 健介さん
尾花沢の子供たちに何か協力したいと思っていました。たく
さんの資源があって、自分の住む地域の魅力を感じてほしい
と思い協力させていただきましたが、勉強になりました。

おばなざわ音楽クラブ指導者
元地域おこし協力隊 加藤 晧平さん
尾花沢にいて年代を問わず、音楽を楽しみ楽器に触れる
機会があったらと考えていました。その中で、中学生や小学
生の皆さんが、たくさんの人と関わりを持ち豊かな人生になっ
たら素晴らしいです。
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アンケート結果・広報資料

2.実証内容と成果③

■チラシは、楽しさを全面に見た生徒が自分も作ってみたい！と思うよう
なデザインを心掛け、視覚を重視し作成している

■これまでの様子も映像で配信
■年度末にも発行予定

【トライアルの様子】

【生徒への参加啓発チラシ】 【アンケート結果】

出典:尾花沢市教育委員会 出典:尾花沢市教育委員会
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果④

【料理クラブトライアル】

【音楽クラブトライアル】 【CREATIVE OBANE CLUB 第１回トライアル】

【CREATIVE OBANE CLUB 第２回トライアル】
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地域文化クラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

2.実証内容と成果

●経過
①顧問から現状と地域移行する際の問題の聞き取
りを行う
➁部活動保護者会長会を対象に部活動改革につ
いて説明会を実施
➂教職員向けに部活動改革について説明会を学校
ごとに２回開催
➃部活動ごとに保護者説明会を実施
⑤地域移行を実現するための意見交換会を保護者
対象に実施
実施にあたって生じた課題
①生徒、保護者、顧問ともに非常に不安を感じてお
り、「できない」という気持ちが強い
➁音楽室が４階にあり、外部の出入りができない

●実施内容、工夫した点 等
①説明会は、それぞれの立場で地域移行を検討し
てもらうために保護者と教員向けに別々に実施し、教
育委員会主導で実施

●経過
R６.４おばなざわ未来クラブ設立

９音楽クラブ、CREATIVE OBANE
CLUB、料理クラブトライアル実施

11おばなざわ音楽クラブ設立
●実施にあたって生じた課題
持続可能なクラブ運営のための費用負担
と行政支援の在り方
●実施内容、工夫した点 等
①地域人材と事業所への部活動改革の
周知を何度か行い理解を得た
➁全庁で部活動地域移行の取組みの情
報共有を行い、支援について取り組んだ

●経過
・アンケート調査を実施
・市の部活動改革方針を現状に合わせ、
協議会で見直しを実施
●実施にあたって生じた課題
・持続可能な運営のための費用負担と
行政支援の在り方
●実施内容、工夫した点 等
・学校、行政、地域の連携強化を図る

令和５年

学校部活動の
地域連携・地
域移行協議会
設置

活動場所の調整
楽器借用の交渉

令和６年 令和７年 令和８年

部活ごとの保護
者説明会、役
員説明会・学校、
顧問聞き取り

おばなざわ未来
クラブ設立
地域人材、事
業所交渉

中学校吹奏楽部
の状況調査、
新規クラブ立上げ

地域クラブ活動
の拡大
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地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性
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